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１学期 がんばった阿村っ子
始業式で、がんばってほしいこととして、合い言葉「ひだまり」と「１５０周年

の記念の年」ということから右の３つのことを呼びかけました。

特にがんばった児童が多かったのは、「読書」です。図書室の貸し出し数が

昨年度より大幅にアップし、学校司書の小坂先生が「阿村小すごいですよ」

とおっしゃっていました。教室や家で読んだ本は自分でカードに記録するようにしていますが、そのカード

にもたくさんの本の記録が残っています。この調子で読書を続けると、多くの児童が１５０冊を達成できそ

うです。本に親しむことが習慣になることを願っています。

「笑顔にする言葉１５個」は人権旬間を中心に「ふわふわ言葉」を使うことを意識したり、「ありがとう

の木」をいっぱいにしたりとがんばっていました。

ラジオ体操は、毎朝体育委員が放送をしてくれ、全児童でがんばりました。

「ひだまり」の「ひ：人の役に立つ」では、係や委員会活動をがんばる姿を多く見かけました。「だ：大好

きふるさと」「ま：周りの人に感謝」は運動会や芋の苗植えで実現できました。「り：律する心で行動」は、

大きな事故・ケガもなく過ごし、欠席が少なく全員登校の日が多くあったことが何よりうれしいことです。

ひだまり

７月は早い梅雨明けのせいか暑さがとても厳しくなり、暑さ指数とにらめっこの毎日でした。暑さ指数

が３１を超える「危険」の場合、運動は原則中止。給食時間に環境省熱中症予防情報サイトを確認し、暑

さ指数２９～３０のときは、「外で遊ぶ時間は１５分間。水分補給をしながら遊びましょう」と放送を入れて

遊ばせていました。３１以上のときは外に出ることを禁止。子ども達の中には外で遊べずストレスがたまっ

た子もいたかと思います。

明日からは、夏休み。４４日もある長い長～い夏休み。これまで以上に暑い日が予想されます。お子様の

体調管理をどうぞよろしくお願いいたします。また、保護者の皆様、地域の皆様ご自身もどうぞ体調にお

気を付けください。

命を守る～上天草地区学校等警察連絡協議会に参加して～
上天草地区の小学校、中学校、高等学校、教育委員会と警察が一体となって、児童生徒の非
行防止、健全育成や安全のための取組が行われています。その全体会議で話があった中から、い
くつか紹介します。
【犯罪、非行について】
■ＳＮＳ被害の増加 中でも小学生の被害が増加している。
※自分のプロフィールや「友達募集」の投稿等がきっかけの被害が多い。

【交通安全について】
■国道２６６号での事故が多い。上天草は観光客や釣り客が多いので、注意してほしい。
■歩行者の事故は、「横断歩道以外を渡る」「飛び出し」による事故が多い。
■スーパーやコンビニの駐車場での事故が多い。
■自転車事故でのヘルメット着用なしは、「死亡・重傷」の割合が１．７倍
「自分を大切にする」「自分の命を守る」ためにどう行動すればよいかを子ども達に考えさせて
いきたいと思います。ご家庭でも、ぜひ話題にされてください。



行事予定 ※行事は変更になる可能性があります。

※夏休みの前半と後半の月・水・金にＰＴＡ主催「夏休
み教室フリーＤａｙｓ」があります。

９月
１日（月） 始業式
２日（火） 委員会活動
３日（水） 全校集会
９日（火） クラブ活動
２５日（木） 海事産業見学会（５年）
３０日（火） 学校訪問

校内水泳大会
７月１５日に水泳大会を実施しました。
１年生は、小プールで「だるまうき」「ワニさん歩き」「ロケット（けのび）」
を披露しました。力を抜いて浮くことができるようになりました。
２・３年生は、大プールで泳ぎを披露しました。ビート板でバタ足や面かぶ
りクロールに挑戦しました。あきらめない姿を見せてくれました。
４～６年生は、２５メートルか５０メートルかを選び、ビート板でバタ足、ク
ロール、平泳ぎの種目を選んで記録に挑戦しました。足をつかないように、
少しでも速く泳げるようにと練習の成果を発揮できるようにがんばっていま
した。４～６年生はリレーにも挑戦しました。
どの子もみんな、これまでの体育の学習でがんばってできるようになった
姿、泳げるようになった姿を見せてくれました。
複数学年で実施したことで、他の学年の児童の泳ぎを見て、来年に向け
て「もっとがんばろう」「上手に泳げるようになりたい」という思いをもったの
ではないでしょうか。

８月
２４日（日） ＰＴＡ親子愛校作業（４～６年生）

不審者対応避難訓練
６月２７日に不審者対応避難訓練を実施しました。低学年棟（１年

教室）に不審者が入ったという想定の訓練でしたが、１～３年生は事
前に合い言葉や動きを練習していたので、落ち着いて行動すること
ができました。また、どの学年の子ども達も担任の話をよく聞いて行
動できました。
職員は、不審者役の動きが計画とは少し違っていたので、その場
で判断し、子ども達を誘導する難しさを感じました。訓練の反省を今
後に生かしたいと思います。
上天草警察署の川野さんからは、「いかのおすし」について詳しく話していただきました。また、

日頃から「元気なあいさつをする」「１１０番の家等、通学路で逃げ込める家を見つけておく」など
のアドバイスがありました。

鯛の稚魚放流体験（５年生）
７月１５日に、上天草市漁業者クラブ主催の「稚魚放流体験」に参
加させていただきました。最初に、漁業者クラブ会長から、「魚の魅力
を知ってほしい」「海の資源を守ってほしい」、里海づくり協会の方か
らは「魚の捕りすぎや海の環境悪化で、魚が捕れなくなっている。だか
ら、稚魚を育てる栽培漁業をしている」等の話をしていただきました。
その後、約５０００匹の鯛の稚魚を海に放流しました。子ども達は、
「元気でね」「がんばってね」「大きくなって帰ってきてね」と声をかけ
ながら放流し、泳いでいく姿を見守っていました。
貴重な体験をさせていただき、本当に有難く思いました。この体験
で、海の環境を守っていこうという思いを強くすることができました。

ロケットをする１年生

２５ｍに挑戦する高学年

高学年のリレー


